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 以下、2 節で宮津の敬語形式に関する先行研究に触れたのち、3 節で調査概要について述








（ⅰ）敬語法、読ミナアル      （奥村 1962:261） 
（ⅱ）宮津地方や（中略）指定法にジャ・ヤを使用しているのに、敬語のみは丹後的
宮津における素材待遇形式ナル 




略）        （奥村 1962:281） 
（ⅲ）ナル・ナアルの活用は、やはり、ラ行五段である。  （奥村 1962:281） 
（ⅳ）西丹波では、タベナッタ「お食べになった？」1）というナル（ナール）系であ
り、明らかに丹後方言と一致する。     （遠藤 1982:95） 
（ⅴ）（前略）語彙的にはオヤスミヤス・オイデヤスなど、慣習的挨拶語として府下

























動詞 B A 質問番号 地図番号
書く オカキニナリマスエ カキナリマスエ 252 271・273図
行く イキナリマスカ イキナル 246 275・276図
来る 250 278・279図
居る 249 281-284図
知る シットラレマスカ シットイデルカ 251 287・288・290図
食べる タベトイデマスカ タベトンナルカエ 253 291・292図
言う イーナリマシタエ イーナッタエ 254 293・294図
第三者場面 行く イキナルダロナ イクンダロナ 267 295・296図
居る（対者場面） 265 285・286図
来る（第三者場面） キマスデ クルデ 264 315-318図
行く 257 297・298図
来る キトクンナハレ キトクレナ 255 300・301図

































 調査は、2014 年 9 月 3 日および 4 日に調査票を用いた面接調査を行なった。調査を行な
ったインフォーマントは以下、表 2 のとおりである。 
 













インフォーマントID 地区 調査時年齢 性別 外住歴
MFM 宮津 73 男 42-45：福井県小浜市、45-51：京都府亀岡市
MGF 宮津 73 女 なし
宮津における素材待遇形式ナル 






































                                                        
3） 以下、本稿では例文を示す際は、文脈や使用者などの補足情報を【 】内に入れて示す。 
酒井 雅史 




































                                                        
4） 以下、本論文では設定人物の属性について触れる際は〈 〉を用いて示す。 
話し手と
聞き手
の関係 目上 対等 目下 目上 対等 目下
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カカセナル カカレナル NR カキナリマス
使役 受身
宮津における素材待遇形式ナル 











 素材待遇形式の使い分けに関する結果は、表 6（対者待遇）および表 7（第三者待遇）の
ようであった。表 6 と表 7 では「行く」「来る」「居る」ごとに得られた結果を記号に置き
換える形で示している。 
 




表 7 素材待遇形式の使い分けに関する調査結果（第三者待遇） 
 
 
表 6 および表 7 から宮津の素材待遇形式ナルについて以下のことが指摘できる。 
（a）宮津で使用されている素材待遇形式ナルはもっとも使用対象が広い素材待遇形式
行く 来る 居る 行く 来る 居る 行く 来る 居る






対等 ●φ ● φ● φ■● φ●■ ●φ■ ●△ ●△
■+♪
△★
下 φ φ● φ φ■● φ●■ ●■φ φ● ● φ●★
上 ● ● ●φ ♪● ● ●★ ● ● ●★△
対等 φ φ φ ●φ ●φ ●★φ ●φ ●φ ●★








行く 来る 居る 行く 来る 居る 行く 来る 居る
上 φ● φ● φ● ●φ ●φ ●φ★ △● ● ●★
対等 φ● φ● φ● ●φ ●φ ●■φ △● ● ●★
下 φ φ φ ●φ ●φ ●■φ φ● φ● ●★
上 φ φ φ △● ● ●★△ ●△ ●△ ●★△
対等 φ φ φ φ● ●φ ●★ ●φ ●φ ●★△























明日の夏祭りに イキナル   ［●］  【MGF：対親上】 
X さんは明日の夏祭りに イキナルヤロカ ［●］  【MGF：三親上】 
花火の時間までには キナルカ   ［●］  【MFM：対疎対】 
X さんは夏祭りに キナルヤロカ  ［●］  【MFM：三疎対】 
明日は家に オンナル    ［●］  【MGF：対親下】 
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デルと同じく距離のある人物に対して使用される形式であると考えられる。 
明日は家に オンナルカ。  ［●］   【MGF：対親上】 
明日の夏祭りに コラレル。  ［△］   【MGF：対親上】 
また、（ラ）レルは丁寧語とともに使用するという回答が多かった。 
明日の夏祭りに イカレマスカ。 ［△+♪］  【MFM：対疎上】 
丁寧語はテヤを使用する MGF の回答でもみられ〈疎・上〉〈疎・対等〉に対して使用され
ていた。 














 さいごに、それぞれの敬語形式をどの対象にいくつ（最大で 6 つ）用いているかという
観点から結果をまとめて示しておく。結果は、表 8 および表 9 のようであった。表 8 およ
び表 9 では、2 人のインフォーマントの回答を合わせて集計している。身内尊敬用法の有
無など個人差を無視してもよいのかという問題もあると思われるが、そのような個人差を
超えて重なりをみることで、それぞれの敬語形式が持つ待遇価の違いを明らかにすること
ができると考えるためである。なお、表 8 と表 9 では回答の偏りをみえやすくするため表
6 と表 7 の使用対象の並びとは同じではない。 
 




ウチ・下 ウチ・対 ウチ・上 親・下 親・対 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
（ラ）レマス ［△+♪］ 3 1 2
（ラ）レル ［△］ 1 3 3
オイデル ［★］ 1 1 2 2 2 2
テデス ［■+♪］ 1 1
テヤ ［■］ 3 3 3
丁寧語 ［♪］ 1
ナル ［●］ 1 3 6 6 6 6 6 5 6
無標形式 ［φ ］ 6 5 2 6 6 6 2 3
酒井 雅史 
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表 9 敬語形式ごとの使用数（第三者待遇） 
 
 
































ウチ・下 ウチ・対 ウチ・上 親・下 親・対 疎・下 親・上 疎・対 疎・上
（ラ）レル ［△］ 1 2 2 4
オイデル ［★］ 1 1 2 2 2 2
テヤ ［■］ 1 1
ナル ［●］ 3 3 6 6 6 6 6 6
無標形式 ［φ ］ 6 6 6 6 6 5 3 2
宮津における素材待遇形式ナル 

























――（2006）『方言文法全国地図』第 6 集，国立印刷局． 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
さかい まさし（大阪大学大学院生） 
hinamasa_2422@yahoo.co.jp 
 
